
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

医療法人伯鳳会 大阪中央病院 

特集 

ミーアキャット 

健康管理は健診センターにお任せ！ 

        スタッフみんなで監視します 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全健診受診者の胸部レントゲン画像の 
診断支援 AIを導入 

令和７年４月より、胸部レントゲン画像の病変検出ソフト

ウェア（FUJIFILM 社製「CXR-AID」を導入しました。撮影

した画像を自動で解析し、異常が疑われる領域を確信

度合いでカラー表示します。 

よく見ないと分からない病変の検出など、見落とし防止

の支援と読影医の負担軽減を目的としています。 

あくまでも医師の読影補助としての位置づけであり、そ

の結果のみでスクリーニングや診断は行わず、読影医が

最終判断を行っています。 

項目
今　回　所　見 前　回　所　見 前　々　回　所　見

2025/04/01 判定 2024/04/02 2023/04/04

9/14ID： 0 0 様

胃部画像

胃
部
検
査

[萎縮性胃炎：木村竹本分類C－III][C0]

[胃粘膜下腫瘍（20mm以下）][C0]胃体上部

小弯：（6）mm

[ｷｻﾝﾄｰﾏ（黄色腫）][Ｂ]胃前庭部前壁

C0

[逆流性食道炎gradeＡ][D3]：発赤､裂孔

ﾍﾙﾆｱ

[萎縮性胃炎：木村竹本分類C－III][C0]

[胃粘膜下腫瘍（20mm以下）][C0]胃体上

部小弯：（6）mm

[ｷｻﾝﾄｰﾏ（黄色腫）][Ｂ]胃前庭部

カ
メ
ラ

 令和７年４月より、人間ドックを受診された方の結果報

告書に、検査画像も掲示いたしました。 

  これまでは各検査の所見と判定のみの記載でしたが、

画像も加わり見やすくなりました。 

協会けんぽ指定の 
人間ドック施設に認定 

令和８年４月より、新たに人間ドックに

おいても協会けんぽ指定の健診施設と

なり、人間ドックの予約が可能になりま

した。 

当院の健康管理センターを皆様の健康

チェックにぜひご利用ください。 

受診者の皆様に信頼される健康管理センターを目指し、サービスの見直し・強化を行い、さらにパワーアップしてまいります。 

看護師・看護補助者・事務職員

の制服が 2026年 9月より 

リニューアルしました！ 

より動きやすく、洗練された 

デザインに♪ 

新しい装いとともに、皆さまを

笑顔でお迎えいたします。 

 

新しい装いと最高の笑顔

で、皆様のご来院を心より 

お待ちしております♪ 
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病院ホームページ 

法人・病院 PR の YouTube 動画が配信中 

★「ＮＭＢ48 小嶋花梨インタビュー」編で検索 

https://www.youtube.com/watch?v=YgTpU9hFe3Y 

#青いハートがあふれる社会を 

 編集後記： 

協会けんぽの人間ドックも始まりました。AI 診断と充実した報告書で、より満足いただける健康管理を

これからも継続してまいります。 

健康を守る使命と 環境保全の両立 

当法人は「人々の健康と命を守るという私たちの使命を果

たすためには、地球環境の保全が不可欠」という視点から

2０19 年発足「再エネ 100 宣言 RE Action」など早くから環

境対策への取り組みを強化しております。 

医療現場はディスポーザブル（使い捨て）品を衛生面の

視点から大量に使用します。しかしできる限りリユース、

リサイクルを行い、医療廃棄物を減らす努力が求められま

す。法人グループでは、使い捨ての削減や車両の電動化な

ど、具体的な脱炭素への取り組みをすでに始めています。

当院でもその活動を可能な限り実行しています。 

具体的には 

・フードロス 

・滅菌ドレープ、滅菌ガウンを可能な範囲で布製に変更し再利用 

・プラスチック製品を紙製にシフト。文房具に至るまで適用 

これらは一つ一つは小さな活動ですが、それを全体で、持続的に、地道に取り組むことが伯鳳会グループの姿

勢であり、個々の患者だけでなく、社会全体を元気にする医療を皆様と共に目指します。 

健診事務課：市村 


